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白百合インターアクト・
翠 クラフ ・国際ロータ リー 第2550地区

いま‘‘変貌するロータリー’'を

感じているのは、私だけでしょうか？

“ロータリー・クラブは人道的奉仕活動の世界的ネ

ットワークを構成する一単位’'と声高らかに国際ロ

ータリーが宣言した時、思い出したのは1948-49年

度RI会長AngusS. Mitchellの‘‘ロータリーは天の星を

かきまぜるのではない。足下の石を拾うのだ。’'とい

う詭弁でした。これは、ロータリー創立50周年を

1954-55年に迎え、それを記念して第60・61地区連

合での地区大会が京都の岡崎勧業館で開催された時

の彼の基調講演での言葉です。

第2550地区ガバナー鈴木宏 .

“ロータリーの目的’を頭で描き、同時に感性のみで

体が動いているような、心と体がバラバラな滑稽な

動きをしている巨人のように思われる“変貌したロー

タリー’'が‘ヘーゲルの弁証法での螺旋的発展’でいう

ところの対極に‘‘決議23-34の頃のロータリー“がある

ように感じているのは、私だけでしょうか？

“ヘーゲルの弁証法での螺旋的発展”とは、道教で云

われるところの ‘‘陽極まれば陰、陰極まれば陽＇と

同じ現象の繰り返しです。全ての物事には、その内

部に“矛盾’が含まれています。その“矛盾’こそが物事

の発展の“原動力’'となっていきます。そして、この“矛

盾’'を機械的に“解消’するのではなく弁証法的に“止

揚’した時に、物事は発展を遂げます。この転化の一

定基準は何かといいますと‘‘キーワードが忘れられ

た時＇です 。歴史的にロータリーが大いに変貌を遂

げた時こそが、初期ロータリーの完熟期一“決議23-

34’'の時代に戻っていくベクトルの始点となると思い

ます。そこには、必ずや‘‘新しい価値’が付く筈です。

そして、心の中に壮大なこの“矛盾＇を把持しながら、

その“矛盾’'と対峙し格闘し続けるという勇気が今私

たちの仲間にとって必要とされている大切なことと

思っています。
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News主要行事

4月 6巳（土） 足利□ータリー・クラブ 60周年記念式典

4月 7日（日） 第2回会長幹事会

4月14日（日） 地区協議会（飯村年度）
4月20日（土） 宇都宮陽東ロータリー・クラブ 20周年記念式典

4月21日（日） 氏家ロータリー・クラブ 50周年記念式典

4月21日（日） ロータリー財団研究会（飯村年度）

4月21日（日） 2013年度米山奨学生オリエンテーション

5月 9巳（木） 12-13 GSE派遣チーム出発～6/5まで。

・璽購瓢璽9’ 紐馘l,．
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ロータリーは、“単なるご奉仕団体’'と化したのでし

ょうか？いま、ロータリアンは改めで‘ロータリーの

目的’を、そして私たちが何故にロータリーに参加し

ているのかを確認しなくては、“ロータリーの魅力＂も

魅力あるロータリ ー・クラブ＇も中身のない無意味な

ものになってしまうように感じるのは私だけでしょ

うか。

話を元に戻しますが、この“天の星’とは何を意味し

ているのでしょうか？

“天の星”とは、 1915年サンフランシスコの大会で

採択されだ全分野の職業人を対象とするロータリー

倫理訓’そのものを示していたのではないかと思いま

す。私たちは、毎週開催される例会に参加しで‘天の

星’すなわち“職業人のあるべき姿を追い求めながら

“サーヴィスの理念自分の良心に誠実に、そして相

手を思いやる心＂を身に付けていきます。そして、

例会が終わるとその心を持っで足下の石”すなわち

家庭円満・職業倫理・地域社会貢献等に情熱をもって

謙虚に誠実に実践していくことにより“自らの心を磨

き’'、益々 “より美しい天の星”を見ることが出来るよ

．〗新入会員紹介
た じま まさる

田島大
（栃木RC)

株式会社カシワヤ

代表取締役

平成25年1月9日入会

よろしくお願いいたします。

し だらみつ え

設楽光江
（鹿沼東RC)

株式会社シダラ

代表取締役

平成25年2月6日入会

良き出会いに感謝申し上

げます。どうぞご指導よろ

しくお願いいたします。

まつしまくに お

松 島邦夫
（宇都宮北RC)

有限会社千草園

代表取締役

平成25年3月7日入会

御縁有りまして、入会する

ことになりました。今後も

よろしくお願いします。一Governor'sMonthly Letter 

うになっていくのではないでしょうか。そして、“天

の星を目指していくこどど足下の石を拾うこどが

循環し ‘‘個人の浄化’'を促す自転運動になることが

大切なことと思います。これこそが ‘‘理想とするロ

ータリー運動＇ではないのでしょうか。

私ならば“ロータリーは天の星を目指し、決して

辿り着くことはないかもしれないが、その心を持っ

て足下の石を拾いながら自らの心を磨き、再び天の

星を目指して共に歩んでいこうぜぇ～＂ と云ってい

たと思います。

そして、会員一人ひとりが“地域社会に生きる人た

ちの生活を改善”して行きたいという思いを持って実

践して行く‘‘誠実な職業活動’ こそ、ロータリーの‘‘公

共イメージ向上’'の最も側近にあると理解しています。

最後に “天は人の上に人を造らず。人の下に人を

造らず’'の心を持って、まずはクラブが第一！地区

の存在意義ば‘より元気なクラブ’への支援のみ ！と

心を新たに、残された日々をガバナーとしての任務

に邁進していこうと思っております。クラブ会長・幹

事の皆様も心新たに、後3か月をお過ごしください。

ほそ や さとる

細谷 覚
（真岡西RC)

株式会社 三成ホーム

代表取締役

平成25年2月1日入会

「超我の奉仕」を目標に頑

張りたいと思います。宜し

くお願い致します。

みや もと けんいち

宮本健 一
（宇都宮西RC)

近畿日本ツーリスト株式会社

宇都宮支店支店長

平成25年2月14日入会

ご指導の程、よろしくお願

い致します。

• 
とどめ まなぶ

留目 学
（鹿沼中央RC)

有限会社開盛堂

専務取締役

平成25年2月1日入会

まだ、40オという若さで、

将来の鹿沼中央RC背負っ

ていく人材です。

はり がいたかゆき

針谷隆之
（宇都宮RC)

サイクルショップ

ビチステンレ代表

平成25年2月28日入会

私は自転車を通じて宇都宮

の発展健康増進にお役に立

てればと思っています。



●)宇翻女子校田百合インターアクト・クラブl認証状伝達式宇都宮ロータリ云ごパ・

白百合インターアクト・クラフ
噂 クラフ ・国際ロータリー第2550地区 宇都宮ロ一

平成25年1月26日（土）、栃木県立宇都宮女子高等

学校において栃木県内では15番目の「白百合インタ

ーアクト ・クラブ」が設立され、鈴木宏ガバナーから

初代会長を務める石川紫音さんに認証状が伝達され

ました。スポンサークラブは、宇都宮ロータリ ー・ ク

ラブです。認証状伝達式と祝賀会には、佐藤栄一宇

都宮市長をはじめ、ロータリ ー関係者約40名、他校

のインターアクト・クラブから約40名、学校側から7

名、そして白百合インターアクト ・クラブ創立メンバ

ーの23名が出席しました。

宇都宮女子高の生徒は「白百合よ、貴きをめざせ」

のスローガンのもと、宇都宮市操町で学園生活を送

っています。インターアクト・クラブ名の「白百合」

は、宇都宮女子高の校章のマドンナリリ ー（白百合）

に由来しています。マドンナリリーは、母校への高

い誇りど深い情熱を胸に抱く宇女高生の魂の象徴と

言われています。今後、宇女高生の 「貴きに憧れる」

精神でインターアク ト・クラブの一員としての活動が

‘‘ 

期待されます。また、過去には2550地区の青少年交

換プログラムにおいても、宇女高の生徒が大勢海外

に派遣されています。

白百合インターアク ト・ クラブの誕生に至るまでに

は、次のような背景がありました。そもそも2012年

に宇都宮ロータリ ー・ クラブ60周年の記念事業の一

環として発案されたものですが、たまたま宇女高の

田中校長先生が、黒磯高校の教頭時代に黒磯高校で

のインターアクト・クラブ立ち上げに携わった経験を

お持ちで、今回もご尽力をいただきました。特に佐

野教頭先生、クラブ顧問の伊勢野先生、野城先生ほ

か学校関係の方々には、一方ならぬご協力をいただ

きました。また、宇女高同窓会の操会・前会長の石島

京子顧問にもご指導いただいた賜物です。

最後に、初めて宇都宮女子高の校内に足を踏み入

れたという佐藤市長ならびに多くのロータリアンの

皆様に感謝すると共に、今後とも宇都宮女子高「白

百合インターアクト・クラブ」を温かく見守っていた

だきたいと思います。宇都宮ロータリ ー・クラブの喜

谷会長、高山実行委員長ほか宇都宮ロータリ ー・クラ

ブの皆様、本当にご苦労様でした。
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.〗 国際ロータリー第2550地区 2月会員増強・出席報告 • 
2月出席率 会員数 2月出席率 会員数

忍クラブ名
7月18 今月入会退会 通算憎通算減 増減 内贔「

怠クラブ名

例回数 今月 平均 例回数 今月 平均 7月1日 今月 入会 退会 通算憎 通算減 増減

大田原 3 8333 8765 32 33 

黒 礎 4 7950 89.53 42 40 

第iブl 西那須•
4 8355 8737 37 38 

黒羽 4 9531 95.90 16 16 

那須 4 65.96 7848 12 12 

塩 原 4 6785 6964 8 7 

大 田原 3 4800 6398 28 27 
中 央

烏 山 4 9380 9583 12 11 

l 第プl 氏 家

4 8333 9350 25 25 

矢 板 4 68 72 7025 23 19 

馬頭小川 3 8942 89.03 18 19 

高 根沢 3 6670 7946 16 16 

宇都宮 4 7660 7419 91 91 

第［i 宇都宮西
4 9305 92.79 65 70 

宇都宮北 4 72.49 7991 46 45 

宇都宮90 3 8270 8608 39 40 

宇都 宮
4 81 09 8594 30 35 陽 北

宇都宮東 4 9396 9545 94 97 

名第プ已3l 宇都宮• 4 79.62 8674 43 45 

宇 都 宮
4 7850 78.26 40 42 

陽 東

宇 都宮
4 7647 81 87 16 17 

陽 南

百六 岡 4 8645 84.52 51 54 

［益子 4 8060 88.26 26 26 

真 岡 西 4 91 19 9266 35 36 

しもつけ 4 8880 8927 31 30 

「ロータリー文庫」は日本ロータリ ー50周年

記念事業の一つとして1970年に創立された皆

様の資料室です。

ロータリー関係の只重な文献や視聴覚資料

など、約2万3千点を収集・整備し皆様のご利用

に備えております。閲黄は勿論、電話や書信に

よるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版

資料についてはコピーサービスも承ります。ま

た、一部資料はホームページでPDFもご利用い

ただけます。

クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目

録」を備えてありますので、ご活用願います。以

下資料のご紹介を致します。
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最近のrロータリー情報」より
◎「元気なクラブになるために」 桑原 茂 201210p (D.2550地区大会記念誌）

◎「元気なクラブになるために」 小船井修ー 201214p (D.2550地区大会記録）

◎「ロータリーがライラに期待するもの」 深川 純ー 2012 6p（第34回青少年指導者育成セミナー報告書）

◎「品格のあるスマートなクラブその 1-3」深川 純ー 2012 3p（純ちゃんのコーナーPartXI)
◎「全国ロータリー•コーディネーターセミナー抄録」 2012 6p (D.2500月信）

◎「12月ロータリー家族月間について」 菅野多利雄 2012 1 p (D.2520月信）

◎「ロータリー財団のあらまし 1ロータリー財団の標語、使命、6つの重点分野

2わかりやすいロータリー財団モデル

3新しいロータリー財団」 2012 3p (D.2650) 
（わたし達のロータリー財団［わかりやすい財団テキスト］）

［上記申込先ロータリ＿文庫］

◎「世界からポ リオの脅威を救うのは＂あなだです！！」 2012 7p (D.2650) 
［申込先：D.2650FAX(075)343-2651] 

〇雪堕冨辺●
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階 TEL(03) 3433-6456 ・FAX (03) 3459-7506 
http:/ /www.rotary-bunko.gr Jp 開館＝午前10時～午後5時 休館＝土・日・祝祭日

内女性
ム云貝ー
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一Governor'sMonthly Letter 次ページから始まるマンガ『初期ロータリーを顧みて』は裏表紙からお読みください。
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、ブー

こ
の
シ
ェ
ル
ド
ン
の
標
語
が
一

九
＿
＿
年
、
第
二
回
全
米

□1

タ
リ
ー
連
合
会
の
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
大
会
で
発
表
さ
れ
る
と
、

ジぞノ
~ /JoOO 

満
場
一
瞬
水
を

打
っ
た
よ
う
に

静
ま
り
…

り
口
旦

喜

――
 

念
畷

三
ロ
ロ

＼
 

/\>

I

＇
 

ー'[肩ー

ロ
ロ
＼＼
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そ
の
後
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス

ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
初

代
会
長
の
フ
ラ
ン
ク
•
B
.

コ
リ
ン
ズ
は
壇
上
で
…

腐
テ

侭
所

怜
窃

於
粉

こ
う
し
て
ロ
ー
タ
リ
ー
璽
―
-
0

の
最
後
に
こ
の
標
語
が
加
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

廓
野

侭
所

腐
テ

腐
チ

虹
5

呵
伊

怜
奇

ロ可
そ
し
て
そ
れ
は

直
ち
に
行
動
に
起
こ
す

こ
と
で
あ
る
。

ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ

組
織
の
中
に
お
い
て
成
す
べ
き

こ
と
が
＿
つ
あ
る
。
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ヽ

自
己
の
た
め
に

ロ
ー
タ
リ
ー
に
入
会
し
た
も
の
は

間
違
っ
た
会
員
で
あ
る
。

ロ
ー
タ
リ
ー
は

自
己
の
た
め
で
は
な
い
。

『奉
仕
だ
。
私
利
私
欲
で
は
な
い
。
』

(Service.not self.) 

゜^ /――-パ←＼

1- _JI 
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爪
予

岱

疇

尺

繋 爪
予

尺
繋

三 J)爵

岱 fロバ瓜＼
疇:□□［／y二(c匂

>~\ L 

齋 -

量鬱／／三
!)― 

繋□□11̀ 
一ょ）

岱 デ
疇爪 ； 
予汀

尺デ
繋

｀ 
1/ 肱

/)魯
I 二）

繋
［ 

▽ニジプ
---

爪
予

岱
疇

尺
予

岱
疇

ミ

尺
繋

爪
予

一日
こ
の
よ
う
に
述
べ
て

万
霞
の
拍
手
を
浴
び
、

受
崎
c"u 

同
時
に
二
つ
の
標
語
が
生
ま

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

尺
繋

爪
幌

岱
疇

尺
繋

爪
愈

尺
繋
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＿
九
二
三
年
以
来
、

S
e
r
v
i
c
e

a
b
o
v
e
 
self. 
(
自
己
研
鑽
の
奉
仕
）

和
訳
「
超
我
の
奉
仕
」
と
な
り
ま
し
た
。

ミ

口
—
タ
リ
—
は
、
良
質
な
職
業
人
が
自
己
研

鑽
を
遂
げ
、
も
っ
て
利
己
と
利
他
と
を
調
和

さ
せ
る
人
生
哲
学
で
あ
り
、
始
め
に
「
自

己
」
が
あ
り
、
そ
の
自
己
を
指
導
す
る
理
念

と
し
て
サ
ー
ビ
ス
「
奉
仕
」
が
考
え
ら
れ
た

の
だ
か
ら
、

not
self 
(
自
己
滅
却
）
で
は

な
く
、

a
b
o
v
e

self 
(
超
越
）
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
議
論
が
起
こ
り
ま
し
た
。

こ
の
議
論
に
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
シ
ェ

ル
ド
ン
は
、
自
分
の
実
践
倫
理
的
立

場
か
ら
a
b
o
v
e
selfを
支
持
し
…

／ 

/／ 

一
九
二
三
年
に
採

択
さ
れ
た
決
議
三

十
四
号
の
中
に
は

そ
の
後
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
は

H
e

profist…
…
が
「
奉
仕
を
餌
に

し
て
、
儲
け
を
得
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な

誤
解
を
招
く
と
し
て
、
む
し
ろ

Service self.
の
方
を
全
面
に

立
て
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

こ
う
あ
り
ま
す
。

で
あ
る
と
会
通
し
て
い
ま
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
の
本
体
を
見
通
し
た

m
o
s
t
 w
h
o
 s
e
r
v
e
s
 best. 

そ
の
実
践
原
理
が
H
e
profits 

／ 
も
の
が
Service
a
b
o
v
e
 self.
で
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ヘ、/ そ
の
考
え
方
が
ロ
ー
タ

リ
ア
ン
の
視
野
を
広
げ

思
索
の
実
を
深
め
…

I 
I 

J/1 [ 
¥／三／

~oい一

世
俗
の
倫
理
か
ら
解
放
さ
れ
て
、

そ
の
親
睦
の
中
で
警
戒
心
な
く

異
業
種
の
知
恵
が
交
換
さ
れ

□

ロ
ー

t
 

□
丁

利
己
と
利
他
の
調
和
と
い
う
実
質
的

概
念
を
実
現
す
る
た
め
に
毎
週
＿
回

の
定
例
会
に
楽
し
く
集
ま
り
…

--― 
~ 

---̀̀ 
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こ

利
己
と
利
他
の
調
和
が
見
え
て
く

れ
ば
利
潤
を
獲
得
し
な
が
ら
、
そ

の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
シ
ッ
プ
の
中
に

今

社
会
の
す
べ
て
の
人
達
の
夢
を

実
現
す
る
明
る
い
構
想
が
、
小
さ

く
て
も
一
隅
を
照
ら
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
？

/』

や
が
て
利
己
と
利
他
と
の

調
和
が
見
え
て
く
る
よ
う

に
な
る
の
で
は
な
い
か
？
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ポ
ー
ル
は
来
し

方
を
振
り
返
り
、

こ
ll-[‘

、

＼ ま
す
私
的
利
潤
の
追
求
を
先

と
し
肩
と
肩
と
を
寄
せ
合
う

「
親
睦
」
を
考
え
ま
し
た
。

J
 

て

3
4
 

乙、
ヽ，

ら v'

~f  

ー

グ

／
 ー

／ ー ／ ー ー， 
,
＼

1
 

_

ー

ヽ

'
.
,
 

＼
 

＼
 

ぃ

＼

＼

＼
 

＼
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ぃ

ポ
ー
ル
は
一
体
ど
う
す
る

つ
も
り
な
ん
だ
い
？

し
か
し
、
私
的
利

潤
の
追
求
と
い
っ

て
も
社
会
的
責
任

を
免
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
だ
な
・
・

「
利
己
と
利
他
の
調
和
」
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

こ

だ
と
す
る
と

「
ロ
ー
タ
リ
ー
は
親
睦
と

奉
仕
の
調
和
の
中
に
宿
る
。」

こ
の
精
神
世
界
が

「
奉
仕
」
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
か
。
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冒〕
ヽ

口

「
ロ
ー
タ
リ
ー
・
イ
コ
ー
ル
・
寛
容
」
で
あ
る
。

冒
そ
し
て
そ
の
親
睦
の
根
底
に
は

「
寛
容
」
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
自
覚
し
た
ポ
ー
ル
は
…

…
と
、
宣
言
し
ま
し
た
。

n》
lh""~ 

ヽ
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